
「XガYヲZニスル」構文と「XガYヲZニサセル」構文との異同について

　　　　　　　　舳Zが形容詞の場合一

楊　凱栄

至、　はじめに

　楊（1986）〔注工］ではrXガYヲZニスル」構文をとりあげ、その意味と構文

の特徴に考察をくわえると同時に、それに対応する申国語の表現との対照を試み彪。そ

の結果、この構文は多くの場合、中国謡の使役文と対応関係にあることが分がり、まだ

日本語自身の構造と意昧から見てもいわゆる他動表現ときれているこの構文は実は便役

の役をも果淀していることが観察きれ危。例えば、

（1）　太鄭ガ医者ニナッタ。

という文を便役で義わすと、　「ナル」に「セル」をっけて、（2）のようになるはずで

あるが、実際にはこのような文は見られない。

（2）　？父ハ太郎ヲ医者ニナラセタ。〔注2］

（2）のような意味を義わすには一般に（3）の表現が用いられるであろう。

（3）　父ハ太郎ヲ医者ニシタ。

　つまり、ここでは、　「ニスル」は「ニナラセル」のかわりに用いられ、使役の意味を

担っているということである。こうし彪観察を踏まえだ上で、筆者はこの構文を使役表

現の一つであると見なすことは申国人に対する日本語教育において大変有益、かつ必要

であると指摘し淀。しかし、時間と紙幅の都合で、その論文ではZが身分、職業、地位・
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資格などをさし示す名詞の場合のみにとどまり、形容詞、形容動詞（以下形容詞で代表

する）については書及しなカ）っだ。

　本稿はZが形容詞の場合を取り扱うことにし・とりわけ、Zが形容詞の場合、　rXガ

YヲZニスル」となるか、それとも「XガYヲZニサセル」となるか、その両者の異同

について観察しようとするもめである。

　なお、考察にあだって、前回と同様、Xは有情物でも、非憎物でもよいが、Yは有憎

物に限る。まだ「XガYヲバカニスル」といっ淀ような憤用的な表現が考察の対象とし

ない。

2、　「ニナラセル」の形について

　まず、Zが形容詞の場合「ナル」は「ナラセル」の形をとって現われるか否かについ

て見てみよう。

（4）99a。太郎ハ韮王虹。
　　　　b．

（5）？？a．

　　　　b。

（6）？？a．

太郎ハ花迦。
社員ハ批鰹。
社員ハ杜長鑑。
太郎ハネクラノ次幽。
b．太郎ハネクラノ次幽。

　以上の例文をみれば、aはいずれも不適椿文であるのに対し、bはすべて適樒文であ

ることが分カ）る。　（4）一（6）のaのように「Zニナラセル」の形を取る文が不適格

文であるのは上にあげだ奉うな形容詞だけにとどまらず、他の形容詞にも同じことが言

えると患われる。つまり、「髭盈詞キニナラセル」は「名箇斗ニナラセル」と同様に形

式としてはあるものの、実際には用いられない。ある意陳では「名重十ニナラセルjよ

りも許容度が低い。例えぱ・　（7）のように・r名圃ナニナラセル」はある文脈あるい

は修飾語句を伴えぱ成立する可能性もある。
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（7）　9アノ会員制ゴルフクラブデハ宜菱雌。

　（7）が成立可能であるとする母團語語者もいる。しかし、Zが形容詞の場合、文脈

あるいは修飾語句があっても「形容詞ニナラセル」の形は成立不可能である。この名詞

と形容詞の牲質の違いは爾者がそれぞれ、「～ニナッテモラウ」の構文［注3〕をとっ

て現われるかどうかという点においても観察きれる。例えば、

（8）　　a。太郎ハ韮晩。

（9）

（工0）

濃b．

　a．

＊b．

　a〔

＊b．

太郎ハ幽。
花子ハ左搬。
花子ハ幽。奄名人二会員雌。
社長二萱名藍塞二幽。

　（8）’（王0）において、「名詞ニナッテモラウ」aは適樒文であるが、　「形容詞

ニナッ’テモラウ」bは不適格文である。　〔注4］

　このように、形容詞は「ニナラセルj、「ニナッテモラウ」のいずれとも共起せず、

むしろ、　rニスル」と共趨するのが普通のようである。以下、その実例をいくつか挙げ

ておこう⑰

（11）

（12）

（且3）

（王4）

　父は時々酒を飲ん淀。その夜も一本の酒が父虹。
（黒）　〔注5］

　すこしの風でも荒々しく波立つ湖がこの日のような静かであることが

ム通怖れきせだ。　（楼）

　だから、社長夫人におきまること澄けが、蓋幽潅荏
ひとつの方法ではない…　（日）

　生みの母をもとめる心は、はやくから圭麗皇雌。（夜）
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3．　　「XガYヲZニスル」構文の意疎特徴

　先にも触れ危ように、「XガYヲZニスル」構文は一般に他動構文ときれている。例

えば奥津（工967，工978）、寺村（工982）。

　奥溝は「ニスル」は「ニナル」の他動であるとし、両者が菌他の対応関係にあるとし

ている。一方、寺村（1982）はこれを他動としながらも、働養カ）けと変化の複合を

表わす表現とみなしている。つまり、　「ニスル」はXの働窪かけとYの変化を同騎に表

わすということである籟これはこの構文の意凍に即しだ、正しいとらえカ）だであるが、

しかし、見方をカ）えれぱ、使役もXの働慧かけとYの動作、作周もしくは状態変化の複

合であるといえよう。例えぱ、

（15）　太郎ハ花子ヲ来サセタ。

という文は、X（太郎）のことぱによるは泡ら養カ）けとY（花子）のr来ル」という動

作との複合であると考えられる。一方、同じ使役文であっても、次の（工6）はX（太

郎）のことぱによらない働慧かけとY（花子）の心理的状態変化との複合であると考え

られる。

（工6）　太郎ハ花子ヲ驚カセタ。

　つまり、　（1δ）と（五6）の閥にXの働謹カ）けとYの動作岳作用の複合のしかだの

違いが見られ、前者の場合、Xの働義カ）けはことぱを用いることが可能であり、Yも動

作岳行為の主体としては淀らく。これに対し、後者はXの働慧かけはことばを用いない

のが普通であり、Yも作縄由状態変化の主体としてはだらく。XとYの複合のしかだか

らいえば、　（ヱ6）は同じ使役文の（15）と翼なり、むしろ次の（17）と似ている。

（豆7）　一本ノ酒ガ太邸ヲ上機療ニシタ、

　（工7）は（工6）と同癌に、XがYに対し、言語活動によらない働誉かけをし、Y

はその働きかけを受けて心理的な状態変化を生じるという意疎を表わしている。しだが
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って、　「XガYヲZニスル」は構文的には使役構文を表わすrサセル」という形をとっ

ていないが、意昧的には、　（工6）のような使役文と同じであるといえよう。

4．　「ニスル」とrニサセル」との違い

　2．のとこIろでrXガYヲZニスル」構文の実例をいくつかあげ彪が、しカ）し・次の

例文に見られるように、「ニスル」のかわりに、’「ニサセル」を用いること＝も可能なよ

うである。

（工8）

（工9）

（20）

（2玉）

　・どうしだら旦鰹・のみこみぬいていらっしゃ
るんです。（女）

　性質は鈍邪気で、快活で、一緒にいるとへんに人産雌性質

をもっていて、身体の髄分いい人淀そうだ。（友）

　あな花は何人の人姐蓋豊五ことがで養るか。（B■g）

　この敗北感はすこしも松嚢鯉ヱはいなかっだ。（蕃）

　ではどんな時にrニスル」を用い、どんな跨にrニサセ・ル」を用いるのであろうカ）。

その両者の使い分げはなにによって決まるのであろうカ）。以下、この点について検討し

てみることにする。

4．1　rニスル」、　rニサセル」のいずれかの形とも共起する形容詞

　形容詞は人、もの、ことのいろいろな属性、状態、様子を表わすことがで慧、その意

味内容が非常に多面にわだり、人間に関するだけでも、内面にある感情、気分、性椿と

いっだ属性と外面の表帽、態度、様子、ふるまいなどを義わすものとがある。ま泡、状

態についても、その状態が持続的がそれとも一時的かの違いがある。形容詞の中に、い

くつもの属牲、状態を圃時にあわせもつものもあれぱ、そうでないものもある。これか

ら述べようとする、「ニスル」、「ニサセル」の繭方と共起する形容詞はこのような多

面的で、複雑な属性をあわせもつものであり、「ニスル」と共起すれぱ、Yの性質、状

態の変化を表わし、　「ニサセル」と共起すれぱ、Yの態度、ふるまい、様子の変化を表
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わすことになる。次の例文を見られだい。

（22）

（23）

a．太郎ガ盈王ユ堕雌。
b．太郎ガ花王ユ明皿立。

a。幽ニハドウシタライイカ。
b．太触ニハトウシタライイカ。

　（22）において、aはX（太郎）がY（花子）に働慧かけ、作用して（この働慧か

けはことばによる指示も可能である）その緒粟Yが一時的に明るいふるまい、様子もし

くは態度を示し危という意殊にとれるが、bはXがYに働きかけ、作用して（一般にこ

の働養かけはことばによる指示が不可能である）その結栗、Yの性椿が明るくなっだと

いう意味になる。aにおいては、Yは動作の主体として意識きれ、意恩の有無が間題と

なるが、これに対し、bではYはたんなる属性の変化の主体として意識きれ、その意思

の奄無が間懸にならない。　（23）についても（22）と同じことが観察きれる。すな

わち（23）では＆はXがいかにY（太郎）に男らしい行動をとらせるかという意味の

表現であるのに対し、bはXがYの意恩を無視して、Yが男らしい性椿、艦質を帯ぴる

ようにするという意味の義現である。次のような例文ではXはYの意恩に働警かけ、Y

が自ら動作、作用するようにし削ナるものであるだめ・　rニサセル」を用い、　rニスル」

は周いられないようである。

（24）

（25）

　　ポ太郎ハイカニ盈趾カイロイロ考工夕。

？？b。太鄭ハイカニ艶五カイロイロ考エタ。
　　a．太郎ハイカニ　　　　　　　セルカイロイロ考エタ。

？？b．太郎ハイカニ　　　　　　ルカイロイロ考工夕。

　インフォーマントによれぱ、　（24）、（2δ）において、＆は適格文であるが、b

は不適樒文であるという。一方同じr大魍」、　r従順」を用いて、（26）、　（27）

ではrニスル」との共起も許容きれるという。

（26） クラヤミガカエッテ花予ヲ大胆ニシタ。
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（27）　夫ノ愛橘ガ花子ヲ従順ニシタ。

（26）ではXの働養かけを受けだY（花子）は自らの意恩で、大魍な行動をとったと

いう意味よりも、むしろ、内面にある属性、状態が代わったというべ慧であろう。花子

はたんなる属性変化の主体であるにすぎない。同様に、（27）もY（花子）は性椿的

に従噸になっだのであり、意図的に従鰯になろうとしてなっだのではない。一体、　rY

ガZニナル」という変化を表わす構文において、変化の主体であるYが自らの意恩で、

意図的に変化する場合もあれぱ、非意図的で、緒果的に変化する場合もある。前者の場

合、その変化する主体を動作の主体として見なすことがで慧るが、後者の場合、その変

化の主体を状態変化の主体としてしか見なすことがで養ない。し淀がって、Yが動作の

主体としては潅らく場合にはその意恩の有無が闇題にきれ、「ニサセル」と共起するが、

Yが作周、状態の変化の主鉢としては危らく場合には意思の有無が間題にならず「ニス

ルjと共起するのが普通である匝大方の形容詞はこの繭方の形式と共起するが、しかし、

一方としか共起しないものもある。4．2で述べる形容詞は「ニスル」としカ）共起しな

い。

4．2　「ニスル」としか共起しない形容詞

　硲．工で見施形容詞ば、「ニスル」と緒びつくか「ニサセル」と繕びつくカ）によって

意味の違いが生じるものであるが、これから述べようとする形容詞はいずれもrニスル」

のみと繕合し、　「ニサセル」とは緒合しないものである。

（28）

（29）

（30）

　ポ太邸ハ韮王ユ圭迦。

濃b．太郎ハ菰迦。
　a．社員ハ

＊b．社員ハ

　a。父ハ太鑑立。
楽b。父ハ太幽。

　（28）一（30）において、aはいずれも適格文であるが、bはすべて不適格文で

ある。（28）一（30）のaはXの言謡活動以外の働慧かけを受けたYがある状態か
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ら他の状態へと変化する意味を表わす文であるが、Yは動炸の主体として、その変化を

実行しだものではない。一方、　（28）一（30）のbが成立しない理由は何であろう

か。先に示したように、「ニサセル」は一般にXがYの意馴こ働奏かけ、その働窪かけ

を受け危Yが動作主として自ら動作、行為を実行する場合に用いられるが、しかし（2

芦）一（30）の形容詞はある状態、性質を示すが、動作、ふるまい、態度なζは表わ

すことができない。まだr奉ニナル」とかr有名無実ニナル．」などはXの働慧カ）けを受

けて、Y富身の意恩でコントロールで妻るものではない。このことはこれらの形容詞が

r大魍二」などと違って・構文的には連用修鯨謡にはならない・もし一くはなりにくいと

いう特徴をもっていることからも分かる。例えば、r有名無実ダ」などは、r有名無実

二動詞述謡」のように、一般の動詞を修飾することがで慧ず、もっぱら、r有名無実ナ

社長」のように、連体修飾の機能しかもだない。まだ、「健康ダ」「幸セダ」は「健康

二薯ラス」とカ）「奉セニ薯ラス」などのように連用修飾語になることは可能であるが、

r暮ラス」とかr生活スル」といっだようなもの以外の動詞を修飾することができない

と1恩われる。このように、rニスル」と共起する形容詞はYがXの働きかけで、ある状

態、性質を帯びるようになっだという意味を義わすという点において、次に述べるrニ

サセル」としか共起しない形容詞と性質を異にしている。

4．3　rニサセル」としか共超しない形容詞

　次の例文は「ニサセル」を用いるaは適樒文であるが、「ニスル」を用いるbは不遼

椿文である。

（31） a．先生ハ望生豆誰担並立立。

　　　？？b．先生ハ望生ユ議蛆皇。

（32）　　＆，ナニガ太幽ノカ。

　　　？？b．ナニガ友独ノカ。

　（31）aはX（先生）がY（学生）に静かにするようにことばで指示し、あるいは

ことば以外の働養かげで学生が静かになるようにし削ナ、その緒果、学生が静かになっ

危という意味を義わしているが、しかし、学生の内面的な性播そのものは代わっていな

い。同じように、（32）＆も本気になっ泡のはY（太郎）の態度、あるいは表面的な
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様子であり、太郎の本質的な性格、性質などは無関係なのである。つまり、　（3王）、

（32）のaはXの働書かけの結果、Yがある状態、性質を帯びるようになっ危のでは

なく、ある態度、ふるまいを示し危という意味の義現である。このrニサセル」としか

共起しない形容詞は以上あげだ二つのほかにきらにrオトナシイ」rシンケンダ」r熱

心ダ」などがある。このグループの形容詞は先のr健康ダ」「有名無実ダ」などと違っ

て、いずれも連用修飾謡になることが可能である。例えば、　「オトナシク食ベル」　「シ

ンケンニヤル」　「熱心二勉強スル」など、多くの述謡動詞を連用修飾することがで養る。

きらに、次の点においても前述の「ニスル」とし。か共起しない形容詞と異なる。例えぱ、

r健康ダJの場合、　（33）ではbが＆の意陳上の補文と考えられる。

（33）　＆．XガYヲ健康ニシタ。

　　　　b．Yガ健康ニナッタ。

　一方、rニサセル」としか共起しない形容詞は＆の意味上の補文はbではなくcであ

る。

（34）　a．XガYヲオトナシクサセタ骨

　　　　b．Yガオトナシクナッタ。

　　　　c．Yガオトナシクシタ。

　つまり、「健康ニスル」などは飽人への働養かけを表わすことができるが、「静カニ

スル」では自分の動作、行為しか表わきず、他人への働慧カ）けを嚢わすだめには、r静

カニサセル」を用いなければならない。この両者の禰文の異同も一方が「ニスル」のみ

と共起し、もう一方が「ニサセル」のみと共起することと係わっているのではないだろ

うか。

　これまで観察して慧彪ことは、次のようにまとめることがで謹る。

　形容詞の中には「ニスル」としカ）共起しないものもあれぱ、「ニサセル」としか共起

しないものもある。ま潅、両方の形式と同時に共起する形容詞もある。

　「ニスル」としか共起しない形容詞は意陳的には属性、状態、評価しか表わきないが、

構文的には一般に連周修飾謡になりにくいようである。
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　rニサセルjとしカ）共起しない形容詞は意疎的には属牲、状態ばかりでなく、外面的

な態度、ふるまいなどをも義わす。檎文的には、連体修飾語にも、連用修飾語にもなる。

だだし、「ニスル」の形をとると、他人への働慧かけの意昧がなくなり、自らの動作、

行為を表わすことになる。

　’一方、「ニスル」と「ニサセル」の両方の形式と共起することが可能な形容詞は「ニ

スル」と緒びつく場合はXの働きかけを受けだYが作用、状態変化の主体として内面に

ある性質、性格、状態変化を生じ、これらの変化はY自身の意恩によって行なわれるも

のではない。これに対し、　「ニサセル」と緒びつく場合はXの働慧かけ（言語活動によ

る働慧カ）けも可能である）を受けだYが動作、行為の主体としてある動作1、作用、もし

くは属性、状態変化を示し、これらの属性、状態変化は一般に恒常的もしくは、本質的

なものでなく、一時的、あるいは表面的なのが普通である。

　乙のように「ニスル」と「ニサセル」の闇に上のような異同が見られるが、両者の闇

に明確に境界線を引くことは難しい。例えば、

（3δ）　a．一本ノ酒ガ父ヲ上機嫌ニシタ。

　　　　b．一本ノ酒ガ父ヲ上機蟻ニサセタ。

　aとbの聞には必ずしも以上のような違いが明確に出ていない。形容詞の意味から、

二文とも一時的な様子を示しているということになるカ嶋しれない。

5、　　「ニスル」と「ニサセル」のいずれとも共起しない形容詞

5．至　感橘軸感覚形容詞

　形容詞の申に、これまで見て慧だ審観的な性質、属憧、状態などを表わすもののほか

に、人間の主観的な感糟、感覚を表わすものもある岨例えぱ、「サビシイ」「カナシイ」

rクルシイ」　rタノシイ」　rイタイ」　rネムイ」など。しぱしぱ指鏑きれるように・こ

れらの形容詞は前述の形容詞と異なって、諸し手自身の室観的感情、感覚を直接的に表

わしているため、主謡が謡岳自身でなければ、周いられない。同じことは「ニスル」、

「ニサセル」構来にもあてはまる。
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（36）？？a．友人ノ死ガ太独。
　　　？？b．友人ノ死ガ太独竺。

　　　　　C．友人ノ死ガ太独。
（37）？？＆．一時間ノシヨウカスソカリ斑。

　　　？？b・一時間ノショウガスッカリ雌。
　　　　　C・一時間ノショウガスッカリミ幽。

　（36）、（37）のaとbはいずれも不自然な文であり、これらをそれぞれcのよ

うに直してはじめて自然な表現となる。したがって、感情、感覚形容詞の使役文の場合

には「XガYヲZニスル」「XガYヲZニサセル」構文を周いるかわりに、意味上対応

する動詞を用いるのが普通である。

5．2　こと、ものなどの属性、状態を義わす彩容詞

　形容詞の申には人閥に関する属性、性質を表わすもののほかに、こと、ものに関する

属性、性質などを表わすものもある。「オイシイ」　「アカィ」「ヒロイ」など。これら

の形容詞は一般に人そのものを主語にとらないから、Yが宥憎物の場合、当然「ニスル」

、　「ニサセル」構文には用いられない。例えば、

（38）

（39）

＊何ガ彼ヲ赤クシタノカ。

＊何ガ彼ヲ赤クサセタノカ。

＊何ガ彼ヲ広クシタノカ。

潔何ガ彼ヲ広クサセタノカ。

6、　おわりに

　これまで、rニスル」についての研究はあっだが、rニスル」とrニサセル」の違い

に関する研究はあまり行なわれていなかっだと恩われる。

　本稿は上のような形にまとめたものの、ま彪不完全なものであり、修正すべ慧部分は
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かなり残きれているだろう岨先学諸氏の御指導、御教示をいた渡けれぱ幸いである。

付記…本稿の例文の一部の成否判定のインフォーマントは主として、本研究室の院生で

華るが・特にアンケートをお顧いしたのは渡濫文生・寺尾康、清水由利子・乾秀行の諸

氏である。ここに感謝の意登表しだい。また原稿に圏を通ざれ、有益な御助言をく荏き

っだ葦薙裕先生にもお礼申し上げ凄す。

〔注〕

五）　「『XガYヲZニスル』構文について　　一　中国謡との対照を通じて　一」

　　r日本語と中国謡の対照研究』第11号、1986　臼本語と申国謡対照研究会編

2）　この種の文は文法的にはあまり間題がないが、許寄度からいえぱ、「父ハ太郎ヲ

　　医者ニシタ」よりははるかに低い。文脈があれば、成立する可能性もある。詳しく

　　は、揚（且986）参照。

3）　「ニナッテモラウ」も使役表現の一つと見なしている。詳しくは謹者の「使役表

　　現について　　一　申国謡との対照を通じ’て　一」を参照きれ施い。

4）　同じ形容詞でも「明ルイ」を用いて、次のようにいうことがで慧るという指摘も

　　ある。　r親ガ来ル時ダケ、明ルクナッテモラッタ、」しカ）し、これは、Yの変化・

　　作用はYの意恩で演技としてわざと行なっだ場合にのみ許容きれる。また「テモラ

　　ウ」が次のような場合にも許容きれるようである。「ミナサンニ幸セニナッテモラ

　　ウタメニ…」「ミナサンニ幸セニナッテモライタイデスネ、」

5）　例文の出輿の略記、は・以下を表わしている。

　　　　　（黒）　　　『黒い御飯』　永井龍勇

　　　　　（楼）　　　『楼繭』　井上靖

　　　　　（貝）　　　薪日々の背信』　丹羽文雄（一r日本語文法画連語論』資料驚よ

　　　　　　　　　　　り。一言語学研究会鰯、むぎ香房刊）

　　　　　（夜）　　　肝夜あげ前』　島崎藤村（同上）
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（女）

（8i9）

（菩）

『女坂』　円地文子（同上）

r8igTO繍OrrO蜴』　雑誌

『菩鍵樹』　丹羽文雄（資料篇より。）
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A　cons七rastive　anaユysis　of　七he　adjectives　which　occur　in

　　　　　the　Z　position　of　the　IlX　ga　y　o　2　ni　suruIl　and

　　　　　　　　　　IlX　ga　Y　O　Z　ni　SaSeru一’COnStructiOnS・

YangKaiROng

　　　　　This　paper　presents　七he　diffe］＝ences　in　七he　adj　ectives

which　occur　in　the　Z　position　of　セhe　’’X　ga　Y　O　Z　ni　su］＝u’1

andlIXgaYoZnisaseruI’cons七ructions，whereYhas1二he
fea七ure　〔十　human］一　　A　compar　i　son　of　1二he　se　1二wo　cons亡ruct　ions

showed　1二hat　the　co－occurrer1ce　of　the　foむr　七ypes　of　adづectives：

1）　adj　ectives　sむch　as　akarui，　which　occur　wit二h　b〇七h　of　these

constructions．　2）　adjecセives　such　as　雌主。　which　occu］＝

onユy　with　the　’’ni　suruI’　consセruction，　3）　adjecセives　such　as

honki，　which　occur　only　with　たhe　llni　saserull　construcたion．

4）　adjec七ives　such　as　kanashii　and　akai．　which　do　not　occur

with　ei亡her　of　1二hese　construc七ions。
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